
2023年度献金目標額   450万円
３００万円
１５０万円

施設・設備整備事業

アジア研修交流事業

 障がいを持つ人たちを支え、共に歩みたいと願う、日本キリスト教奉仕団の事業に、いつもご支援と
ご協力を賜り心より感謝申し上げます。
 私たちは、今年もアジアの障がいを持つ人々の福祉の向上を目指したアジア研修交流事業に取り組ん
でいます。これらの公益活動資金は、皆さまからの寄附金と献金で賄われています。
　また、施設を利用される方たちの安全を確保し、支援の質を向上させるための施設・設備整備等の事
業の資金についても自己資金を用意する必要があります。
　今年度は、以下のような目標額を掲げております。
皆さまのご理解を賜り、温かいご支援とご協力をお願い申し上げます。

　当奉仕団では、1980 年からアジア研修交流事業の一環として「アジア研修交流プログラム」を実施
してきました。アジアの国・地域から、障がい者の福祉に従事する方を研修生として日本にお招きし、
また日本からも職員を派遣して互いに学び合うというものです。これまで研修に参加された方は、イン
ド、フィリピン、タイ、中国など 15の国や地域から延べ 85名となりました。
　今年度は、9 月～ 10 月にモンゴル国のウランバートル市から少し離れた所にある「知的障がい者支
援センター」で働く専門員のバヤラー エンフトゥブシンさんを研修生として招待しました。
　研修での体験を次のように述べていました。「海外に行くのは初めてだったので、始めの数日はとて
も緊張して不安でしたが、職員の方々が親切で親しみやすかったのですぐに慣れました。見学した施設
や企業では、どれも福祉サービスが整っていて驚きの連続でした。モンゴルでは、知的障がい児が大人
になっても雇用されるとは理解されていません。しかし、日本では知的障がい児たちを「地域社会で一
緒に育てましょう。」と受け入れます。保護者も先生もサポートし合って協力しています。モンゴルに帰っ
たら、まず、普通の幼稚園児クラスに障がい児クラスを設けたいです。また、障がい者が社会に出やす
いように公共施設や福祉サービスの改善を提案します。また、自立生活センターを開設して、政府から
の支援を要請しながら福祉の向上を計っていきたいです。」と熱い思いを語っていました。

　法人施設である座間のアガペセンター、板橋福祉工場の施設や設備は、定期的に更新等が必要となっ
ております。
　そのための自己資金の積立をしていく事は、奉仕団の健全な財務を保証し、利用者の皆さまの安全な
環境を担保するものとなります。
　今後とも施設整備維持の為、皆さまの温かいご支援、ご協力をお願い申し上げます。

社会福祉法人日本キリスト教奉仕団
理事長　　渡辺　教

障がいを持つ人々と共に生き共に歩み、
アジア地域の障がい者福祉の発展のために

アジア研修交流事業
施設・設備整備事業

◆ ご送金方法 
同封のゆうちょ銀行払込取扱票をご利用ください。
尚、寄附金は納税の際、税額控除等の対象となります。
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　・本部事務局 ・アジア研修交流事業
法人本部●

・東京都板橋福祉工場
・板橋区障がい者就労支援センター（ハートワーク）
・新宿区立新宿福祉作業所
・国立国会図書館複写受託センター

〒175-0082　東京都板橋区高島平9-42-7
電話　03-3935-2601　FAX　03-3935-2688

アガペ東京センター
・アガペ作業所  ・アガペ壱番館 
・アガペサポートセンター　・スマイル
・座間市障がい児・者基幹相談支援センター
・座間市立もくせい園 ・座間市サニーキッズ

〒252-0002　神奈川県座間市小松原2-10-14
電話　046-254-7111　FAX　046-255-2915

アガペセンター● ●

（ 振替口座　００１５０－１－６９３８５　 　口 座 名　社会福祉法人日本キリスト教奉仕団 ）

聖句
「この最も小さな者の一人にしたのは、すなわち、私にしたのである。」

マタイによる福音書　25章　40節　聖書協会共同訳

　この事業は、すべて皆さまからの寄附金や献金によって運営されています。皆さまからの温かい支援
を深く感謝するとともに、今後も引き続きご理解を賜り、皆さまのご支援とご協力を謹んでお願い申し
上げます。

通訳者のオドさん（左側）と研修生 (右側 ) 組立工場の見学している研修生 (中央 )


